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染井吉野は葉桜になり、遅咲きの八重桜が咲き始めました。エヒメアヤメやフデリンドウも

咲き始めました。 

ホームページにサクラやその他の開花状況が掲載されていますので、そちらも参考にしてく

ださい。（開花状況 URL http://ryokka-c.jp/kaika/jouhou.html） 

 

★さくら情報 

 

御車返し（写真 1左上） 

 オオシマザクラが母体と考えられる品種で、鎌倉桐ケ谷にあったため、桐ケ谷とも呼ばれま

す。ユニークな名称の由来は、「昔、サクラのそばを通りがかった時に、八重か一重かで言い争

いになり、車を引き返して確かめたところ、一重と八重が混じっていた。」といわれています。

淡紅紫色の花は直径約 5cm で、花弁が 5枚の花と 6～8枚ある花が混じります。場所：作業舎裏 

 

白妙（写真 1右上） 

 大輪で純白色の花を咲かせる八重咲き品種で、花弁は円形で正常な 1本の雌しべを持ちます。 

場所：車庫横 

 

八重紅大島（写真 1左下） 

オオシマザクラの栽培品種で、八重咲きで紅色の花を咲かせます。場所：県木の森上 

 

江戸（写真 1右下） 

 紅色の八重咲き品種で、太い枝先に多くの花がまとまって咲く姿は見応えがあります。 

場所：作業舎裏 

 

八重紅枝垂（写真 2左上） 

 エドヒガンの栽培品種で、江戸時代から栽培の記録があり、「糸桜八重」と記されています。

文字通り、花弁が紅色の八重咲きで、枝が垂れます。場所：レストハウス前，学習展示館裏他 

 

紅豊（写真 2右上） 

別名「松前紅豊」とも呼ばれ、「松前早咲」と「龍雲院紅八重」を交配して 1961 年に作出さ

れました。花は紅紫色で直径約 5cm、花弁は 15～18 枚です。場所：第 5駐車場 

 

思川（写真 2左下） 

 栃木県小山市の修道院にある十月桜の実生から育成された品種で、この修道院の下を流れる

思川に因んで命名されました。直径 3cm の小形の花は淡紅紫色を帯び、花弁は約 10枚あります。

場所：管理事務所横三叉路，西ゲート下 

 

一葉（写真 2右下） 

雌しべが葉化することから一葉の名がついています。4～5cm の八重咲きの花ははじめ淡紅色

で次第に白色に近くなります。場所：県木の森横 

 

★園内さくら状況まとめ 

蕾色づく 佐野菊桜，兼六園菊桜，松月 他 

咲き始め 関山，御衣黄，紅普賢，鬱金，楊貴妃 他 

見 頃 御車返し（写真 1左上），白妙（写真 1右上），八重紅大島（写真 1左下），江戸（写

真 1 右下），八重紅枝垂（写真 2 左上），紅豊（写真 2 右上），思川（写真 2 左下），

一葉（写真 2 右下），花笠，手弱女，蘭蘭，永源寺，広島江波山桜 他 

散り始め ヤマザクラ，オオシマザクラ，エドヒガン，赤実大島，神代曙，十月桜 他 
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★ その他の開花情報  
 

 

ハナモモ（花桃）バラ科モモ属（写真 3上） 

 花観賞用のモモの品種を総称してハナモモといいます。モモは中国原産の落葉小高木で、

中国では古来より不老長寿の果物とされてきました。わが国への渡来も古く、馴染み深い植

物ですが、品種改良が盛んになったのは江戸時代以降です。花の色は白色や淡紫色、紅色が

あり、枝垂れ型も庭などでよく植えられます。 

場所：学習展示館裏（八重咲き白色の枝垂れ），管理事務所前（紅紫色，キクモモ） 

 

フデリンドウ（筆竜胆）リンドウ科リンドウ属（写真 3左下） 

 山野の日当たりの良い場所に生える2年草で、花の様子を筆に見立てて名付けられました。

3～5月、茎の先に長さ 2～2.5cm の青紫色を帯びた花が数個集まってつきます。類似種のハ

ルリンドウの根生葉は上部の葉より大きくロゼット状になりますが、フデリンドウの根生葉

は上部の葉より小さくロゼット状になりません。 

場所：城前橋下他 

 

コバノミツバツツジ（小葉三葉躑躅）ツツジ科ツツジ属（写真 3右下） 

二次林や林縁など明るい場所に生育する落葉低木で、高さ 1.5～4m になります。枝先に 3

枚の葉を輪生することからミツバツツジの名がついており、地域によって数多くの種類に分

類されます。本種は成葉が 3.5～5cm と小形で、全体に毛が多く、西日本の低山に多く分布

します。 

場所：園路沿い各所 

 
 

★園内開花状況まとめ（サクラ以外） 

 咲き始め リキュウバイ，エヒメアヤメ，ムベ，カリン，ハナカイドウ，キシツツ

ジ，ザイフリボク他 
 

見頃 
ハナモモ（写真 3上），フデリンドウ（写真 3左下），コバノミツバツツ

ジ（写真 3右下），セイヨウシャクナゲ，トウモクレン，オキナグサ，イ

ロハモミジ，アオキ，ボケ，ユキヤナギ，ツバキ各種 他 
 

  



 

 

 

 

 


